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IV　各部門別主要施設の概要
1．　利用部門
（1）玄関，エントランス・ホール（1階）
　　図書館への利用者の接近を容易にするうえ
　で，玄関部分について配慮することが重要で
　ある。このため建物正面に約13m間口の玄関
　ポーチを設け，ここから自動ドアーを取りつ
　けた風除室を経て，メインフロァーに導くこ
　ととしている。
　　エントランス，。ホール（133nf）には，　2
　階までの「吹抜け」を設けた。当初の計画で
　は，この「吹抜け」はできるだけ避ける方針
　であったが，建物の規模と階の高さを考慮し
　て最少限設けることとした。これにより「吹
　抜け」から2階の開架閲覧室が見え，上下の
　階の空間的な一体感を生み出す効果があると
　考えている。
　　ブック・ディテクション・システムを採用
　する予定であるので，鞄等を閲覧室まで持ち
　込めるようになる。
（2）出納ホール（1階）
　　出納ホール（153rぱ）には，　図書館利用の
　すべての窓口であるメインカウンターを設
　け，職員を配置する。ここでは図書館資料の
　貸出，閲覧，返却，文献複写等の諸手続をは
　じめ文献調査，参考調査等のレファレンス業
　務及び学外機関との相互利用の受付，その他
　図書館利用のガイダンス等を行う。
（3）　カード目録室（1階）
　　カード目録室（244rぱ）には，　本学のすべ
　ての蔵書の目録を備える。カード目録室は，
　参考図書室，メインカウンターに近接して設
　置する。
（4）参考図書室（1階）
　　参考図書室（378㎡）には，全学的に共通利
　用される辞書，事典，索引の類及び二次資料
　等各種参考図書約25，000冊を整備・配架し，
　閲覧席を約70席用意する。そのほか，メイン
　カウンターでは，電話等による文献調査及び
　端末機による情報検索の依頼にも応じられる
　ようにして，利用者と文献資料とを効果的に
　結びつける役目を果たす。
（5）雑誌閲覧室（1階）
　雑誌閲覧室（359rd）には，学術雑誌2，000
　誌以上を配架，約40席の閲覧席を設ける予定
　である。
（6）自由閲覧室（1階）
　　自由閲覧室（171血）は，中央館の開架図書
　を利用しない学生が，自由に利用できる自習
　室であり，約100席の閲覧席を設ける予定で
　あるQ
（7）新聞ラウンジ（1階）
　新聞ラウンジ（50㎡）には，約10種の新聞
　を配架し，利用に供する。
（8）貴重図書閲覧室（1階）
　貴重図書閲覧室（27nf）では，古書，漢籍
　など貴重図書を内外の研究者の利用に供す
　るo
（9）開架閲覧室（2階）
　　開架閲覧室（1，685rぱ）には，学習基本図書
　及び教養図書を配架し，利用者が直接に書架
　から必要とする図書を自由に選択できるよう
　にする。
　　この室は，面積も広く，利用度の高いエリ
　アであるので，照明の方法，書架配置，閲
　覧席の種類と配置について特段の配慮を行
　う。
　　閲覧席は，自然採光を考慮して窓際に約
　600席を設けることとし，書架は，その内側
　に配置するものとする。これにより1階の参
　考図書室，雑誌室，3階の特殊資料室の開架
　図書を合わせ，約90，000冊（従前の約3倍）
　を配架することができ，閲覧席も自由閲覧室
　その他を含め全体で1，000席に近いものとな
　る予定である。
　　なお，利用者のため，タイプ室2室（9㎡
　×2）とロビーラウンジ（155㎡）とを設け
　ている。
⑯　特殊資料室（3階）
　　特殊資料室（439㎡）では，たとえば本学の
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　所蔵するO　E　C　D資料，大型コレクション，
　HR　A　F資料等の特殊コレクションを配架す
　る。また，マイクロ資料等の特殊形態の資料
　とそれを読み取るための機器を備えて共同利
　用に供する。マイクロリーダー席を含む閲覧
　席28席を設ける予定である。
⑰　研究個室（3階）
　研究個室は特殊資料室の資料等，中央館の
　資料を使って研究する研究者の利用に供する
　ため12ブース（12nf×2，7］㎡×4，6nf×6）
　を設ける。
圃AVホール（3階）
　　A　Vホール（206㎡，映写・準備室33㎡を
　含む。）には，フィルム，ビデオテープ，録
　音テープ，レコード等各種の視聴覚資料を収
　集し，その利用に必要な映写，再生機器等の
　設備を設ける。
03）AVブース（3階）
　AVブース（68nf）では録音テーフ。，ビデ
　オテープ等を個人視聴する利用者のために，
　その資料及び機器を備えた座席18席を設け
　る。
圏　共同研究室（3階）
　中央館の資料を使用するグループスタディ
　等のために共同研究室（56㎡）を2室設け
　る。
（㊨　展示ホール（3階）
　本学が所蔵する貴重図書その他特色ある蔵
　書を定期的に，または随時に展示するための
　ホール（188㎡）を設ける。
圃　教官談話室（3階）
　図書館を利用する教官の小会合，談話ある
　いは休憩，コミュニケーションの場して教官
　談話室（65㎡）を設ける。
面　対面朗読室（3階）
　視覚障害者のため対面朗読室（10㎡）を2
　室設ける。
圏　救護室（1階）
　図書館利用者に対する救護施設として救護
　室（26㎡）を設ける。
2．収蔵部門
（1）書庫（地下1階）
　書庫（1，412㎡）には，貴重図書以外の一般
　図書約268，000冊を配架し，貸出しに応じる
　とともに，学内研究者の書庫内検索を可能に
　する。将来，この書庫を2層とすることに備
　えている。地下書庫であるので，特に防湿の
　ため除湿器を配置し，トレンチ，ドライエリ
　ァを設ける。
（2）集密書庫（地下2階）
　地下2階は，集密書庫（2，007㎡）として
　収蔵量の増大をはかる。約750，000冊の収容
　が可能である。
（3）貴重書庫（地下1階）
　貴重書庫（293nf）には，貴重図書約27，000
　冊を保管し，修復を継続的に行う。防虫，防
　湿，防火，防犯の設備を完備し，恒温保管に
　万全を期す。
3，業務部門
（1）コンピューター関係各室（4階）
　図書館情報処理センターとしての機能を果
　たすため，コンピューター機器室（120nf），
　オペレーター室（48rd）及ぴコンピューター
　事務室（55血）の3室で構成し，専用の中型
　コンピューターを設置して，将来の学内及び
　地域の図書館とオンラインで結んだ活動に備
　える。図書の受入業務，貸出業務等の図書館
　業務の共同処理に対処できるようにしてい
　る。また，目録業務については，全国的な中
　枢センターと連結するオンライン目録システ
　ムにより処理することを考慮している。
（2）情報処理資料室（4階）
　情報処理資料室（48㎡）は，世界各国のデ
　ーターベースに関する詳細資料並びにこれら
　の使用マニュアル等を収集する。
（3）地域共同利用室（4階）
　地域共同利用室（117rd）には，地域の諸大
　学図書館とのコンピューターネットワーク形
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　成・維持のための共同利用設備を備える。
（4）調査室（4階）
　　調査室は2室設け，調査室（1）（126㎡）で
　は，内外図書館事情，図書館技術の研究，開
　発，調査を行う。また，調査室図（59蚕）で
　は，附属図書館及び全国，地域協議会並びに
　国際会議，研究集会等の議事録，資料を整備
　し，調査研究を行う。
（5）研修室（4階）
　　研修室（79∬f）では，学内，学外の図書館
　職員の研修を行う。
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